
～ 会議開催結果の概要 ～ 

 

１．作 成 日 令和８年２月９日（月） 

２．会 議 名 第２回海南市国民健康保険運営協議会 

３．開 催 日 時 令和８年１月２９日（木）午後1時30分から午後2時30分まで 

４．開 催 場 所 海南市役所2階 第１委員会室 

５．議題及び結論 

１．令和8年度の主な制度改正について 

２．令和8年度国民健康保険特別会計当初予算（案）について 

３．令和8年度国民健康保険税の税率改正（案）について（諮問） 

４．令和8年度国民健康保険税の賦課限度額について（諮問） 

５．その他 

６．発言 の内容 

議題 1 令和 8 年度主な制度改正について 

◆委員からの質疑 

1．海南市のマイナ保険証の登録率と利用率について 

（事務局） 

 「令和 7 年 11 月末時点で、登録率は 74.3％、利用率は 41.0％となってい 

る。12 月以降は、紙の保険証の有効期限 11 月 30 日以降の指標となるた 

め、利用率は上昇していくと考えている。 

2．医療機関でのマイナンバカードの受付状況等について 

（委員からの意見） 

「12 月頃から利用が増えてきている。窓口での大きなトラブルはない。」 

3．資格確認書の送付について 

（事務局） 

「マイナ保険証でない方には、更新時に資格確認書を送付する。」 

4.子ども・子育て支援納付金の子育て世代の負担について 

（事務局） 

「全世代、全経済主体に負担能力に応じて拠出するしくみであることから 

子育て世帯も負担していただくことになる。」 

「子ども・子育て支援に係る均等割については 18 歳以上の被保険者でそ

の分を負担することになる。所得の多寡によって差はあるが、世帯構成に

よる１人当たりの課税額には大きな差はないと考えている。」 

5.高額療養費制度の見直し等について 

（事務局） 

 ＊詳しい運用・詳細の部分は国から示されていないので、現時点での想定 

ということで 70 歳未満区分ウ（被保険者の約 16％の割合）の表を説明 

＊4 回目以降は多数回該当 4 万 4,400 円 

「長期にわたり医療費の自己負担が発生している方の場合、月々の自己負 

担額が 8 万 5,800 円に引き上げられることにより、年間の自己負担額は約 



66 万円。今回新たに年間上限 53 万円が設定されたことにより、差引 11 万 

円の負担減を想定している。」 

「高額療養費の限度額は薬分も含まれる。」 

6.外国人被保険者の加入・収納状況について 

（事務局） 

 「加入状況は令和 7 年 12 月末時点で、国保の被保険者数 9,537 人に対し、 

外国人の被保険者数 63 人、加入率 0.66％となっている。収納状況は令和 

8 年 1 月末現在、現年分収納率 63.2％で前年度末と比較して 10％程度上 

昇すると見込んでいる。」 

「今年度より、滞納のある方に対しては、文書催告の際に、外国語版の 

案内も同封、また、電話訪問による催告、応じない場合は財産調査を行っ 

たうえで滞納処分を行い、収納率の向上に取り組んでいる。」 

議題 2 令和 8 年度国民健康保険特別会計当初予算（案）について 

◆委員からの質疑 

1．第三者納付金の減少理由と今年度の状況について 

（事務局） 

 「過去 5 年間の収納額の平均で積算しているために減少している。」 

 「令和 7 年 12 月末時点で、受付件数 33 件、回収金額 210 万 914 円となっ 

ている。」 

議題 3 令和 8 年度国民健康保険税の税率改正（案）について （諮問） 

◆委員からの質疑 

1．基金全額を活用しない理由について 

（事務局） 

 「医療費や昨今の物価、賃金等の上昇により、医療を取り巻く環境が大き 

 く変化している中、診療報酬改定等により令和 9 年度のさらなる標準保険 

 税率の上昇が懸念されることから、基金残高のうち、3,000 万円を令和 9 

 年度以降の保険税負担の軽減に活用したいと考えている。」 

 「引き続き、決算剰余金の基金への積み立てを行いながら、被保険者の 

 負担軽減を図ることができるよう、本協議会で意見を伺いながら、基金を 

 有効に活用していきたいと考えている。」 

2．令和 12 年度の保険税率と基金のあり方について 

（事務局） 

「県内すべて同じ所得水準の方であれば同じ保険税となるように統一をす 

るというのが国の示している方針であり、県はこれを令和 12 年度までに市 

町村全て統一しようということで、それに向かって作業を行っている。」 

 「統一後の基金の活用については、まだはっきりとした方針が決まって 

 おらず、現在協議中である。 

  異議なし 決議 



議題 4 令和 8 年度国民健康保険税の賦課限度悪について（諮問）  

  異議なし 決議 

附帯意見について 

 昨年度の意見を継続 

  異議なし 

議題 5 その他 

◆委員からの質疑 

1．特定健康診査について 

（事務局） 

「対象者（前年度受診・新規加入等）に電話勧奨を行っている。」 

「先生方にも健診の案内をしていただくようにお願いをしている。」 

 「生活習慣病全般の検査ということで、かかりつけ医を持っている方にも 

 年 1 回受診していただくよう周知を行っている。」 

 「みなし健診の情報提供を対象者にお願いすると共に、先生方にも本人同 

意での情報提供の協力をお願いしている。」 

2．ジェネリックの状況について 

 （委員） 

 「企業の撤退による供給不足、効き目の違い等で病院も大変困っている。」 

 

７．備 考 

 

 

 

 

 


